
































日本の母親の平均年齢より若く（t 4.192, 150,p .001）、出













中国は規律を守った食事（ （1,245） 37.934,p .001）、静

































The Factors Underlying Exploratory and Performatory Actions 
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　 予 備 実 験 の 結 果 か ら 間 隙 の 手 前4.5 2.0mま で を
pp o n 区間、2.0 1.0mまでをp n 区間と定義し、
分析を実施した。
　一つ目に、注視点の結果について記述する。間隙に対し








































































































































名称 みちくさ 亭 子どもの店 西区役所 
分類 付き添い型 フロア分離型 仕切り分離型 
開催場所 カフェ 駄菓子屋 区役所 
運営法人 NPO 法人 個人 行政(名古屋市) 
延面積(m2) 85.83 42.12 194.64 
開催日 第３木曜日 第２木曜日 第３土曜日 
　上記３箇所で認知症介護者に対してのヒヤリング調査、
アンケート調査、行動観察調査を行なった。
　日常生活における認知症介護者の介護状況について、在
宅において認知症介護者が認知症者と一緒に滞在している
時間を調査した。同居する認知症介護者については自宅内
で認知症者と一緒に過ごす時間が生活の大半を占めていた。
　認知症カフェに求めている要素として、定型自由記述の
アンケート調査では認知症介護者が認知症カフェに求めて
いる要素として人との交流、話し合いの場が考えられた。行
政の想定する介護者支援の形としては専門職への相談が挙
げられているが、このような相談による直接的な問題解決
以外の要素が利用にはつながっていた。また、認知症カフェ
を複数箇所の使い分けることで、それぞれの場所で認知症
者との関わり方を変えている認知症介護者もみられた。
　５章ではノンコンタクトの要素として認知症者から目を
離して過ごす時間に着目し、認知症カフェ内の異なるエリ
アで過ごした時間の分析を行った。別れが想定されている
認知症カフェについて、滞在時間の２ ３程度の時間を認
知症介護者は認知症者を目視できない場所で過ごしていた。
ノンコンタクトのためにはずっと目を離すのではなく、一
定の時間については一緒に過ごすことが別れるために必要
である。
　６章では認知症カフェにおける認知症介護者と認知症者
の距離の分析を行なった。認知症者と認知症介護者の過ご
す距離について付き添い参加タイプと分離参加タイプの認
知症者との距離の境界は1600mm程度となっていた。
図1　認知症カフェごとの認知症介護者の平均距離
　次に行われていた行為を７つに分類し、行為ごとの距離
を分析したところ、見守るからノンコンタクトになるにつ
れて行為が変化していた。特に一人で行う寛ぐ行為はノン
コンタクトでは見られないことから、ノンコンタクトのた
めには認知症介護者の相手をする他者の存在が必要である。
図２　認知症介護者の介護距離と行為
